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 インドネシアでは内需の伸びから輸入が増加する一方、鉱

物等の輸出の減少もあり貿易収支の赤字幅が拡大していま

す。8月に一旦黒字となった同収支が再び赤字となったことか

ら、国際収支は暫く不安定な状況が続くと思われます。 

ただ政府・中央銀行は自国通貨の下落に対して、金融市場オ

ペレーションの強化、長期的な通貨価値の維持、銀行監督制

度の導入などの安定化策に加え、輸出業者による外貨購入に

ついての規制を緩和しドル流動性の確保を目的とした措置の

導入、企業向け税優遇措置の拡大、一部輸入品への増税、鉱

物資源の輸出緩和などからなる緊急経済対策を既に発表して

います。 

インドネシアは成長セクターとされるアジア諸国の中でも高い

経済成長率や外貨準備高を有しています。 

政府・中央銀行が経常赤字の削減と通貨防衛に強い姿勢を

示していることで今後は市場のセンチメントが変化してくる可

能性もあります。 

 

 

インドネシアの金利引き上げについて 

《インドネシア・ルピアの対円推移》 

（期間 2010年1月1日 ～ 2013年11月12日） 
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《利上げの背景》 

《インドネシアの政策金利》 

(年/ 月） 

（期間 2010年1月1日 ～ 2013年11月12日） 

 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

インドネシア中央銀行は11月12日（現地時間）に利上げを発表しました。政策金利であるBIレートは0.25％引き上げら
れ7.50％となりました。同時に翌日物預金ファシリティー金利（FASBI）を5.75％（＋0.25％）としました。 

利上げの実施は9月12日（同）以来2カ月ぶりとなりました。今回の金融政策会合では据え置かれるとの見方が多かっ
たものの、インドネシア・ルピアの反発は限定的で、対ドルでは2009年3月以来の低い水準にとどまっています。 

２０１３年11月１3日  

《今後の見通し》 

①為替レートの安定化：11月に入りインドネシア・ルピアの下落が

再び加速しました。インドネシア・ルピアは10月には米国の債務

上限問題が暫定合意され政府機関の一部機能停止も解消され

たことやQE3の縮小開始が来年1～3月期になるとの見方が広が

り買い戻され反発しました。しかし11月に入り発表された9月の貿

易収支の赤字幅の拡大、GDP統計などへの失望があったことに

加え、10月の米国雇用統計の内容が市場予想を上回る内容だっ

たことでQE3縮小時期が早まるとの観測が再浮上し、米国金利が

上昇したことも売り材料となり、対ドルでは2009年3月以来の水準

まで下落しました。 

②景気減速への対応：11月6日に発表された2013年7～9月期の

実質GDP成長率は＋5.6％（前年同期比）と前期の＋5.8％（同）か

ら減速しました。民間消費は上昇したものの、純輸出（輸出額－

輸入額）の寄与度が減少しました。 

同中央銀行では2013年の経済成長率は＋5.5％～5.9％（2012年 

+6.2％）にとどまるとしています。また世界銀行では＋5.6％と予測

しています。 
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 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

インドネシア・ルピア（100通貨単位あたり）の対円レート 


